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１．研究の概要 

アングロサクソン諸国を中心に、民間の経営手法を取り入れたニュー・パブリック・マ

ネジメントが普及し、自治体間の施策の効率性比較、成功事業の要因分析などの分野にお

いて科学的手法を活用した行政サービスの質の向上が実践されるようになってきている。 

そのため、本研究においては、区画整理事業等の都市整備事業を対象として、ニュー・

パブリック・マネジメントの中核となる技術であるベンチマーク手法を適用するため、都

市整備事業地区の特性や事業により解決すべき課題の定量的分析手法の検討、過去の成

功・失敗事例の要因分析ツールの開発や事業地区間の比較を容易にする共通評価指標の設

定などを行い、それらを体系化して、都市整備事業ベンチマーク手法としてとりまとめる

とともに、その運用に必要なデータベースを構築するものである。 

 
２．研究の目的 

地方分権の趣旨を踏まえ、地域特性や課題を踏まえた、地域の創意工夫による多様なまちづく

りの推進が求められているものの、まちづくりの主な担い手である市町村には専門技術者が不足

している状況にある。 

そのため、多様なまちづくりニーズに対して、効率的で効果的な計画及び事業化を支援するベ

ンチマーク技術の開発とその普及のための運用システムの開発を行い、効率的・効果的な都市

整備事業の計画策定、事業化、事業実施及び事業後の効果発現の最大化を支援すること目

的としている。 

 
３．自己点検結果 
（必要性） 
 ①平成１４年に制定された行政評価法に基づいた取り組みによる事業評価手法（特にＢ

／Ｃ）等のノウハウは蓄積されつつある。しかしながら、都市間比較や類似地区比較

を行うための指標や、それを活用した事業地区、事業目的、事業実施状況の評価は行

われておらず、客観的な成功要因やそのためのノウハウの把握までは実施されていな

いのが実情である。 
②都市整備事業は、通常、国交省所管の基盤整備事業に加え、立地する商業施設、社会

福祉施設などに対して経産省、厚労省等他省庁施策も同時に実施される場合が多く、

事業効果の地区間比較や成功のためのノウハウの抽出も多元的に行われる必要がある

が、そのような観点での分析も行われていないのが実情である。 
③地方分権により、まちづくりは基本的には市町村自治事務とされたが、都市整備事業

の中核をになうこととなった市町村において都市整備分野の技術者が不足しており、

国土交通省の地方整備局において、市町村の事業の効率的推進を支援するニーズが高
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まっている。 
④アングロサクソン諸国やＥＵ加盟諸国の都市整備や都市交通分野においては、ニュ

ー・パブリック・マネジメントの普及に伴い、ベンチマーク手法などの科学的ツール

の開発・導入が進んでおり、例えば、将来のＡＳＥＡＮ域内の技術者の交流などに備

え、日本の都市整備事業の技術力を高める必要がある。 
 
（効率性） 

海外での導入事例の分析や、成功事例の分析を行うこと、地方自治体などの関係機

関や都市計画・都市整備の技術者と連携しながら、技術支援システムデータベースの

プロトタイプの開発を行うため、新たな施策の検討や現場のニーズに即応した計画・

評価が行える技術が開発可能であるなど、効率的な研究開発が可能である。 

●研究の実施体制 

本研究により整備された、都市整備分野のベンチマーク技術とその運用を支えるデー

タベースの開発については、本省と連携を図りつつ、実際に手法の活用を行う地方整

備局、地方自治体やその他都市整備事業主体など関係機関にシステムの試用を依頼す

るなど共同で技術研究を行うこととしている。また、運用後も継続したデータ収集、

分析結果の追加配布や逐次閲覧が可能となるよう、運用面にも配慮してシステム開発

を行う。 
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●研究の実施方法 

①海外等におけるベンチマーク手法適用事例を踏まえた都市整備事業への適用性検討 

海外等におけるベンチマーク手法適用事例を収集・分析することにより、日本の

都市整備事業に適した指標、要因分析手法、事業評価手法等について検討する。 

②都市整備事業の地区特性や課題の定量的分析手法の検討 

全国の都市整備事業の完了地区等に関する各種指標を収集し、社会経済及び地理

的条件が異なっている都市間比較、事業地区間比較を行うために必要な、地区の地

理的条件・経済社会条件などの特性や課題の定量的分析手法の検討を行う。 

③都市整備事業に適用するベンチマーク手法の検討 

②の成果を活用して、社会経済及び地理的条件が異なっている都市整備事業地区

間の比較を客観的に行うための適切な指標（ベンチマーク）の設定方法について検討

する。 

④都市整備事業の成功・失敗事例要因分析ツールの検討及び成功ノウハウの抽出 

   特性要因分析や線形計画法＆計量経済分析などのＴＱＭツールを都市整備分野にお

ける成功要因分析ツールとして活用するための検討を行うとともに、具体的事例への適用

により事業を成功に至らしめたノウハウを抽出し、データベース化を行う。 

⑤ベンチマーク手法の適用に関する運用指針及び技術支援システムの策定（試用による評

価・改善を含む） 

ベンチマーク技術、データベースなど開発された技術を体系化して支援システムのプロ

トタイプを構築し、地方自治体等による試験運用によって改善を行い、運用指針にとりまと

める。 

年度計画と研究費配分 

 

（有効性） 

成功事例の要因分析ツール、ベンチマーキング技術、優良な事例を集積するベストプラクティ

スデータの収集・分析などは、都市整備事業の分野でニュー・パブリック・マネジメント手法を導入

し事業の効率化を図る際に不可欠な要素であるが、これらの技術については、既に欧米において、

幅広い行政の分野に導入されつつあり、活用されていることから、十分な有効性を有している。 

実施年度 総研究費 

約 89 

［百万円］ 

区分 

（目標、サブテーマ、分野等） 

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 研究費配分 

海外等におけるベンチマーク手法適用事例

を踏まえた都市整備事業への適用性検討 

 

 

 

 

 約 12 

 ［百万円］ 

都市整備事業の地区特性や課題の定量的分

析手法の検討  

 

 

 

 

 約 15 

 ［百万円］ 

都市整備事業に適用するベンチマーク手法

の検討 
 

 

 

 

 

 

約 15 

［百万円］ 

都市整備事業の成功・失敗事例要因分析ツ

ールの検討及び成功ノウハウの抽出 
 

 

 

 

 

 

約 22 

［百万円］ 

ベンチマーク手法の適用に関する運用指針

及び技術支援システムの策定 
 

 

 

 

 

 

約 25 

［百万円］ 
運用指針策試験運用

データベース作成  手法検討

手法の適用性検討 データ分析

分析技術検討現状分析

全体設計
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課題名
課題①：海外等におけるベンチマーク手法適用事例を踏まえた都市整備事業への適用性検討
課題②：都市整備事業の地区特性や課題の定量的分析手法の検討
課題③：都市整備事業に適用するベンチマーク手法の検討
課題④：都市整備事業の成功・失敗事例要因分析ツールの検討及び成功ノウハウの抽出
課題⑤：ベンチマーク手法の適用に関する運用指針及び技術支援システムの策定（試用による評価・改善を含

経営戦略策
定

業績評価
業務改善
(ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ)

道路

住宅

公園

公共交通

区画整理・再開発

他省庁施策との
連携

公民連携（商店
街、観光振興、Ｎ
ＰＯ活動他）

ソフト事業（景観、
イベント）

まちづくり交付金
（複数事業組合
せ）

かなり研究が進んでいる研究領域 　  ①

いくらか研究が進んでいる研究領域   ②  ④

ほとんど研究が進んでいない研究 　③ ⑤

国総研での研究実績のある研究領域

「都市整備事業に対するベンチマーク手法適用方策に関する研究」
研究マップ

施策評価 事業評価政策評価

複
合
的
ま
ち
づ
く
り

アセスメ
ント

業績評
価

事前評価
事後評価

個
別
事
業
分
野

事前評価
事後評価

国・地方自治体等
において行われて
いる行政評価

分野
・

対象

パーフォマンス・メジャーメント
モニタリン

グ
レビュー

②④

③⑤

①
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